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成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
2 0 0 2 1 3 0 0 2 1 1 2 2 0 0 0
6 * 0 1 1 3 1 1 0 1 7 8 1 1 0 1
10 * 0 1 3 7 3 3 1 0 1 1 1 2 0 0
13 0 1 4 2 5 0 0 3 0 0 0 0 0 1 0
17 0 0 2 0 0 0 0 0 0 2 2 0 0 0 1
18 0 0 0 1 2 4 6 2 1 2 3 1 5 1 0
23 * 0 0 2 5 6 10 3 5 7 12 1 1 1 1
24 0 0 0 1 2 2 2 0 0 0 0 0 0 1 0
32 * 3 8 3 6 4 5 2 0 1 1 3 1 0 0
37 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 3 1 0 0 0
53 0 0 0 1 1 0 0 0 0 1 1 1 0 0 0
65 0 0 0 1 2 0 0 1 1 4 5 2 1 0 0
99 * 1 4 3 9 0 0 2 2 4 6 2 0 1 0

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -

0 0 0 0 0
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成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
1 0 0 1 1 5 0 0 1 0 1 1 1 1 0 0
3 * 1 3 0 2 0 0 4 1 3 4 0 3 0 0
12 0 0 0 4 7 2 5 1 0 0 0 2 1 2 0
13 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 2 1 1 0 0
14 * 0 1 4 13 0 0 3 1 3 4 2 1 0 1
16 * 0 0 2 8 3 4 2 2 2 4 2 2 0 0
17 * 0 0 5 8 3 4 2 4 4 8 1 0 1 0
23 0 2 6 1 1 2 2 2 1 2 3 0 0 2 0
25 * 3 8 1 3 0 0 2 0 5 5 1 2 2 0
29 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 3 0
32 0 0 1 1 3 0 0 1 0 1 1 1 2 0 0
55 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0
77 0 0 0 3 4 0 0 2 3 5 8 0 0 0 0

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -

0 0 0 0 0
6 21 22 55 10 15 21 12 28 40 12 13 10 1

-

藤井 遼
飛田 拓海 13

大河内 康平 0
平 祥一

12

高木 健輔 11 18

0
西野 祐希 6

0 -

5

10

40.0%

0 -

合　　　計

Team / Coach:

-
太田 麗嗣

66.7%
72 200
RATE 28.6%

Ｆ
REBOUND

22.7% 42.2%RATE

PTS
３Ｐ

大阪大学

№ Ｓ 選　手　名

長野 航平
上野 亮佑

西岡 俊介

7
2 9

鈴木 海

74.1%
200

AS ST BS

25

TO

長谷 保範

25村上 雅人 3

17

7 20
8 25

3
19

2

黒崎 穂高

MIN
２Ｐ

0
10

大野 巧人 19

渡辺 景造 9

0 -
古屋 孝生

合　　　計

2

73

9
野田 憲吾 2 11

15

ＦＴ

岡本 瞬 0 9
葛原 海都 6

0 - -

Team / Coach:

岡田 卓也 0 4

25

藤田 渓舟

-

29

20
酒井 智央 10 28
中西 琢斗 4 4

大竹 一雅 7 11

PTS
３Ｐ ２Ｐ

MIN

野中 和希 2 10

南 天仁 9 19
松橋 和希 3 21

AS ST BSTO

戦評
【総括】
リーグ戦4日目、3戦中2勝1敗と勝ち星が欲しい大阪大学と3戦3勝中と波に乗る立命館大学との試合は試合開始から両者一
歩も引かない厳しいディフェンスと、素早いパス回しやドライブからのミドルシュートなどでスコアを重ねていく。前半は３Pシュート
を多く決めた大阪大が僅かにリードする展開となった。後半に入ると厳しさは激化していき、立命館は#10南のゲームメイクを中
心に、大阪大は素早いパス回しからのミドルシュートで得点していく。立命館は#18葛原のゲームメイクに託しオフェンスは#18の
葛原を中心に、ディフェンスはインサイドにリバウンドを取らせないようにし逆転を狙う。大阪大は立命館のディフェンスを揺さぶり
得点を重ねていく。終盤1点差をめぐる試合展開となるが古豪復活としての意地がある立命館が#18葛原の勝負強さを発揮し72-
73で立命館が逆転勝利をおさめた。
【第1ピリオド】
試合開始からお互いマンツーマンディフェンスでスタート。まず大阪大の#14長谷のミドルシュートで先制するが、立命館#23酒
井のレイアップですかさず追いつく。しかし大阪大も#25髙木の３Pシュートで流れを掴もうとする。両者のオフェンスがディフェン
スを崩し、どっちも引かない点の取り合いとなり、３Pシュートをきめている大阪大が13-11で2点のリードで第1ピリオドを終えた。
【第2ピリオド】
立命館の#13大竹のミドルシュートによる逆転シュートから試合が始まった。ここで第1ピリオドの流れを変えたい立命館だった
が、大阪大も流れをやるまいと#14長谷のミドルシュートで逆転しする。ここで両者一歩も引かない一進一退の試合展開となる。こ
の流れを崩したのが大阪大#12上野のレイアップシュートのバスケットカウントで流れを掴みリードを広める。立命館も何とか喰ら
いつこうとするが大阪大の流れを止めきれず第2ピリオドを37-36で大阪大が1点のリードで前半を折り返した。
【第3ピリオド】
第3ピリオド立命館ボールから試合が始まるが、大阪大は厳しいディフェンスで得点を許さず、逆に#25髙木の３Pシュート と#16
藤井のフリースローで一気に差を広げ試合の流れを掴む。対する立命館もなんとか差を縮めよう#10のゲームメイクと素早いパス
回しやドライブで攻めていき#99渡辺の３Pシュートを皮切りに得点を重ねていく。試合中盤、両者のインサイドのディフェンスがさ
らに厳しくなりオフェンスリバウンドが取れず、スコアが大きくうごかないまま55-50で大阪大がリードを５点に広げ最終ピリオドを迎
える。
【第4ピリオド】
最終ピリオド、大阪大#77のガッツあるゴール下シュートから始まりさらに#16のフリースローで点差をあけていく。なんとか逆転し
たい立命館も#13と#32の連続３Pシュートでスコアしていく。立命館は#18葛原のゲームメイクによる得点やアシストで逆転する。
逆転された大阪大はタイムアウトをとり巻き返しを図り立命館の鉄壁となったディフェンスを僅かな隙間を攻め得点していく。のこ
り時間も僅かになったとき大阪大#14のスティールからのレイアップで連続得点しリードを広めるも立命館の怒涛の攻めにリードを
守りきれず最終72-73で立命館が勝利した。
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